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第1329回　小林孝行ガバナー補佐事前訪問例会　平成27年10月20日（火）

2015-2016 国際ロータリーのテーマ

世界へのプレゼントになろう
Be a gift to the world

■ 点　鐘 12：30

・RI第2600地区 上伊那グループガバナー補佐 小林孝行 様（伊那RC）
・伊那西IAC顧問 渋谷圭史 様
・伊那西IAC会長 加藤夢乃 様
・伊那西IAC幹事 大口奈緒 様

真実を求めて　　　池田幸平ソングリーダー■ ソング  

中川博夫会長■ 会長談話
　本日は、小林ガバナー補佐様、伊那西IACの皆様をお迎えしての例会です。小
林ガバナー補佐様には日頃ご指導・ご鞭撻を賜りありがとうございます。そして、
伊那西IACの皆さんの積極的な奉仕活動に敬意を表します。
　さて、南箕輪村在住のケアマネージャー（要支援・要介護認定者の介護サービ
ス・ケアプランを作成する人）と話す機会がありました。その方は脊椎の病気で

車椅子の生活をしています。
　「なぜ、ケアマネージャーになったんですか？」と聞きますと、
　「私は筋肉が萎縮する病気で、いずれは寝たきりの生活になる。数年前までは車椅子を自分で動か
すことができたが、今は筋力が衰え車椅子が電動になってしまった。だからこそ、私がこの世で生き
た証として社会の役に立ちたい。そのことが、寝たきりの生活になっても心穏やかに過ごせると思う
から、勉強してケアマネージャーの仕事をしている」とおっしゃいました。
　そんな彼女は自分で会社を立ち上げ、介護の仕事に邁進しています。自分の病気を受け入れ、前向
きに人生を謳歌しています。もちろん、旦那さんの介助が無いと不自由なことがたくさんあるでしょ
うが。
　自分の生活に照らし合わせると、色々したいことが頭をよぎるが何も進展していない。まだまだだ
なと実感しました。

■ ガバナー補佐ご挨拶

■ ゲスト・ビジター紹介
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RI第2600地区 上伊那グループガバナー補佐 小林孝行 様

2015-2016 RI会長
K.R.“ラビ”ラビンドラン

スリランカ

皆さんこんにちは！今日はガバナー補佐という大役を小さい肩に背負いながらその任
務を全うすべくお邪魔しました。
　私はこの１年間は、望月宗敬ガバナーの思いを皆さんに出来るだけ正確にお伝えし、
ガバナーの成さんとする計画に、皆さんの絶大なご理解、ご賛同を頂く為、微力なが
ら、お手伝い出来ればと思っています。

　望月ガバナーの思い、計画は皆さん各クラブの計画書に記してありますので、詳細は省きますが、地区標
語 : 「思い起こそう　ロータリーの心と原点」そして　行動指針 ：「今　見直しに勇気を!!」 に望月ガバ
ナーの思いの丈、全てが有ることは皆さんにはご理解いただけると思います。
　そこで今日は、会長、幹事、各委員長さんは今迄、各委員会・地区セミナー・研修会等でお会いしご承知
の方もいらっしゃいますが、望月ガバナーの人となりをご紹介したいと思います。
　望月宗敬（むねのり）ガバナーは昭和１８（１９４３）年９月２６日生まれの７２歳です。２３歳で税理士試
験に合格され、２６歳で結婚、現在奥さん、長男ご夫婦、愛犬とお住まいとのことです。ロータリー歴に付
きましては計画書の中で紹介されていますのでご参照下さい。
　日本大学税法研究所 終了後。２７歳で望月会計事務所を創業、平成１５年税理士法人「望月会計」に組織
変更、所長に就任、現在は会長をされています。
その間 松本情報工科専門学校、松本医療福祉専門学校、専門学校未来ビジネスカレッジ３校から成る 学校
法人「未来学舎」を設立、　現在名誉理事長され、そして現「協同組合中央経友会」の理事長もされていま
す。また、ＮＰＯ法人松本ユネスコ協会を設立名誉顧問、ＴＫＣ関東信越会会長、松商学園常務理事、松本
裁判所司法委員・参与委員、長野県信用組合 総代等奉仕活動と、八面六臂のご活躍をされている方であり
ます。
　驚くことに平成２２年信州大学経済学部へ６６歳で入学され飛び級で２４年卒業、同年４月同大学院経済
・社会政策科学研究科で「農産物流の変化について」をテーマに勉学に励んでおられるようです。（未だ学
割が使えますが高齢者割引の方が割引率がよい・・・・・・・・・・のではと仰っていました。）

望月ガバナーの理念は
１・「自利利他」：「世の為・人の為、つまり企業経営者ならば、社員や取引先また社会の為に精進努力の生活
に徹すること、それがそのまま自利即ち本当の自分の喜びであり幸福である。その様な心境に立ち至り、係
る本物の人物となって社会と大衆に奉仕することが出来れば、人は心からの生き甲斐を感じるはずである」
というもの。ロータリーの人生哲学（第１標語の）「超我の奉仕」と比類するものと解釈。
２・「担雪埋井」：臨済宗の高僧 高花大亀氏の言葉で人間の目標や努力は雪を担って井戸を埋めるようなも
のであるという意味です。無駄と思ってやめてしまうことは簡単ですがやめてしまえば前進することはでき
ません。繰り返～成功するまで続けることの大事さである。

好きな言葉は
“最も高く飛ぶカモメ　は最も遠くを見通す”（カモメのジョナサン）：松本ＪＣ理事長の時、これを標語に
して会員の奮起を促し「商店２代目の集まり」的団体から、活動的な「町づくりの団体」に変化させたと自
負。ロータリーの（第２標語）“最も奉仕するもの、最も多く報いられる”に類似と言及。

尊敬する人
１・「ＴＫＣ全国会」創設者 飯塚毅氏 ： 彼のお陰で、中小企業の悩みは税金だけではないことを察知し、「
中小企業の総合支援」を旗印に掲げ、ワンストップサービス体制の構築にいち早く取り組むことが出来た。
自分の生涯の師という。
２・ 鄧小平 ： 何回かの挫折に挫けず、不撓不屈の精神で蘇り、小柄ながら中国を動かした男。自分と同じ
体躯で、自分の励みになっている。

趣味
・そば打ち（全国認定２段）、端唄（花季流名取り）、温泉巡り等々です。

最後に、私から、来年３月１３日のＩＭへ伊那中央ロータリークラブ会員の多くのご参加をお願いしたい、
そして会長・幹事さんにはお願いしてありますが「将来夢計画」の地区補助金またはグローバル補助金を何
とか上伊那５クラブで協力し、ネパール地震災害支援にご理解、ご協力頂きたい。
以上、望月ガバナーが成さんとする事へのご理解、ご協力と、ガバナー補佐としての私のお願いであります。
宜しくご協力お願いいたします。
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■ クラブフォーラム
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■ ニコニコボックス
◆中川博夫
◆池上幸平

◆熊谷健

◆唐澤稔
◆馬場秀則
　熊谷健
　大谷智鶴

小林孝行ガバナー補佐のご来訪ありがとうございます。よろしくお願い致します。
小林孝行ガバナー補佐、本日は大変ご苦労様です。長時間になると思いますがお手柔らか
にお願い致します。
10月18日地区大会へ初めて行って来ました。バスで行かれた方は帰りの渋滞に巻き込まれ
大変ご苦労様でした。車で行った私は定刻に間に合いました。皆さんのお帰りまで、ゆっく
りたくさん飲ませていただきました。ありがとうございます。
各地でそば祭りが行なわれています。是非皆様も参加をしてください。
楽しいゴルフありがとうございました。

「青少年奉仕委員会」

会員数34名　　出席免除会員7名　　長欠会員2名　　本日出席者20名　　事前メイク5名
出席率86.21％　　前回出席率　修正なし

■ 出席報告

・親睦旅行の案内　　平澤理親睦活動・友好委員長
　10/25～26は分水RCとの交流親睦旅行兼職場訪問例会です。25日に川越にて分水
RCの皆さんと合流します。楽しい2日間となりますようご協力をよろしくお願い致し
ます。

・矢野昌史青少年奉仕委員長
　今日は伊那西インターアクトクラブの加藤会長・大口幹事さんから、年間の活動報
告をしていただきます。よろしくお願い致します。

・伊那西IAC顧問　渋谷圭史先生
本日はお招きいただきありがとうございます。
　本来であれば正顧問の伊藤が出席すべきところではありますが、職務上の都合によ
り欠席となりましたこと深くお詫び申し上げます。
　伊那中央ロータリークラブの皆様からは、当クラブの諸活動がスムーズに行われる
よう、今年度も多大なるご支援をいただいており誠にありがたく思っております。ま
た、時には本校にまで足を運んでいただいて、厳しくもあたたかいお言葉をかけてい
ただいているおかげで、生徒1人1人が責任感を持って活動に取り組むことができてお

ります。あわせて御礼を申し上げます。
　先に行われました留学生交流会におきましても、皆様からのご支援のおかげで例年以上に充実した交流会
となりました。生徒からも「大変だったけれどやってよかった。」「楽しかった」といった声が沢山聞かれ、
次年度以降の交流会へ向けて指針となるようなものができたのではないかと思います。
　またここ数年クラブ員も増えてきており、今年度は40人を超えるメンバーでボランティア等の活動を展
開しております。そんな中、以前に訪問した施設より再び「ボランティアに来て欲しい」と声をかけていた
だいたり、訪問したことは無いのにクチコミでお誘いをいただいたりということもあり、地域とのつながり
がより大きくなったということを感じています。3年生は留学生交流会が事実上最後の活動となり、現在は
2年生を新役員とする新体制となっておりますが、これまで先輩たちの築き上げてきたものを踏襲し、より
地域とのつながり、１，２年生間のつながり、ご支援いただいている皆様とのつながりをより深めていきた
いと考え、日々の活動に取り組んでおります。新役員を始め今の１，２年生はやる気に満ちあふれており、
人を楽しませたい、ボランティアに行ってどんどん役に立つことがしたいという気持ちがとても強い子が多
いです。自分たちから「こうやりたい」というアイディアをどんどん出してきており、顧問としてもこれを
機に「生徒が自主的に活動に取り組む」ことを促進していきたいと考えております。日頃行っているエコキ

◆橋爪多津男会員より未使用ハガキを400枚いただきました。

ャップ・インクカートリッジ運動や、手話などについても生徒からの意見を取り入れ、より良いものとして
実践していければと思っております。
　ですが、意欲はあれど生徒・顧問共々まだまだ未熟で教わるべきことが沢山あります。伊那中央ロータリ
クラブの皆様には、これからもあたたかく、厳しく見守っていただきたく存じ上げます。是非ともお時間の
あるときには本校に足を運んで、生徒たちの明るく活動している様子をご覧いただいたり、お言葉をかけて
いただければ光栄です。
　最後に、これからも皆様のご期待に少しでも近づけるよう生徒・顧問共々日々精進していくことをお約束
いたしまして挨拶といたします。
　本日は誠にありがとうございました。



次回例会　
・10月25日（日）～26日（月）分水RCとの交流親睦旅行・職場訪問例会（川越、東京・増上寺）
・11月5日（木）望月宗敬ガバナー公式訪問例会

点鐘　12:30　　場所　かんてんぱぱ西ホール

■ 点　鐘 13：30

・伊那西IAC顧問　渋谷圭史先生
本日はお招きいただきありがとうございます。
　本来であれば正顧問の伊藤が出席すべきところではありますが、職務上の都合によ
り欠席となりましたこと深くお詫び申し上げます。
　伊那中央ロータリークラブの皆様からは、当クラブの諸活動がスムーズに行われる
よう、今年度も多大なるご支援をいただいており誠にありがたく思っております。ま
た、時には本校にまで足を運んでいただいて、厳しくもあたたかいお言葉をかけてい
ただいているおかげで、生徒1人1人が責任感を持って活動に取り組むことができてお

ります。あわせて御礼を申し上げます。
　先に行われました留学生交流会におきましても、皆様からのご支援のおかげで例年以上に充実した交流会
となりました。生徒からも「大変だったけれどやってよかった。」「楽しかった」といった声が沢山聞かれ、
次年度以降の交流会へ向けて指針となるようなものができたのではないかと思います。
　またここ数年クラブ員も増えてきており、今年度は40人を超えるメンバーでボランティア等の活動を展
開しております。そんな中、以前に訪問した施設より再び「ボランティアに来て欲しい」と声をかけていた
だいたり、訪問したことは無いのにクチコミでお誘いをいただいたりということもあり、地域とのつながり
がより大きくなったということを感じています。3年生は留学生交流会が事実上最後の活動となり、現在は
2年生を新役員とする新体制となっておりますが、これまで先輩たちの築き上げてきたものを踏襲し、より
地域とのつながり、１，２年生間のつながり、ご支援いただいている皆様とのつながりをより深めていきた
いと考え、日々の活動に取り組んでおります。新役員を始め今の１，２年生はやる気に満ちあふれており、
人を楽しませたい、ボランティアに行ってどんどん役に立つことがしたいという気持ちがとても強い子が多
いです。自分たちから「こうやりたい」というアイディアをどんどん出してきており、顧問としてもこれを
機に「生徒が自主的に活動に取り組む」ことを促進していきたいと考えております。日頃行っているエコキ

・伊那西IAC　加藤夢乃会長・大口奈緒幹事
伊那西高校IAC　活動報告

○昨年の9月からの活動を紹介
・9月（H26年度）留学生交流会

バングラデシュ、ボツワナ、中国、台湾の4カ国の講師を招いて開
催

・10月　坂下祭
御神輿スタッフとして参加

・12月　しあわせの会
手話の発表、クリスマス用リース作りなど

・1月　  しあわせの会
手作りかるた、ミニゲームなどをして交流

・4月　  新入会員歓迎会
　　　　　　　　　　　　　　1年生21名を新たに迎え、45名体制で新年度がスタート
・5月　上伊那障害者スポーツ大会
 補助員として参加
・7月　西高祭
 手話ソングのステージ発表、展示
・夏休み　青空子供会　補助員

西春近南保育園　園児との交流
なつチャレ福祉体験
ふくじゅ園夏祭り　補助員
赤ちゃん抱っこ体験
いなん100km徒歩の旅　補助員
24時間テレビ　補助員
すずたけ祭　補助員

・9月（H27年度）　留学生交流会
バングラデシュ、中国、香港、マレーシ
ア、フィリピン、シンガポール、台湾、ベト
ナムの8カ国の講師を招いて、高遠青年の家
にて1泊2日の行程で開催

○3年間の活動を通しての感想
　ボランティアは「してあげる」ではなく「させてもらう」という
気持ちで取り組むことが大切であると改めて感じた。役員を務めた
ことで、人前で話したり皆をまとめたりすることが大変ではあった
が、大きく成長出来たと思う。入部前には殆ど縁の無かったボラン
ティア活動に多く関われたことは貴重な体験となった。ご支援して
いただいた皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。

ャップ・インクカートリッジ運動や、手話などについても生徒からの意見を取り入れ、より良いものとして
実践していければと思っております。
　ですが、意欲はあれど生徒・顧問共々まだまだ未熟で教わるべきことが沢山あります。伊那中央ロータリ
クラブの皆様には、これからもあたたかく、厳しく見守っていただきたく存じ上げます。是非ともお時間の
あるときには本校に足を運んで、生徒たちの明るく活動している様子をご覧いただいたり、お言葉をかけて
いただければ光栄です。
　最後に、これからも皆様のご期待に少しでも近づけるよう生徒・顧問共々日々精進していくことをお約束
いたしまして挨拶といたします。
　本日は誠にありがとうございました。
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